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「石神台ガーディアン」２０２０年１月報告 

２０２０（令和２）年１月２２日 

   石神台ガーディアン代表 中野靖久 
          編集者 小野修司 

１） 団員数 

昼間合同巡回実施者： ２８名 

夜間合同巡回実施者： ２３名 

青パト巡回実施者：（同乗者を含む） ３名 

以上のどれかの巡回をしている人数： ５１名 

個人的に巡回している方７０名を加えると、トータル１２１名です。 

やはり夜巡団員が少なくなっています。   団員募集中！！ 

 

２） １２月１６日～１月１５日の巡回実施状況 

✓ 合同歩行パトロール （自分の住む丁目を中心に実施） 

 
昼 夜 

実施日数 延べ参加者 実施日数 延べ参加者 

１丁目   日 名 

  １０日 

３５名 

２丁目    ２ 日 １５名  ４６名 

３丁目    ２日       ６名 ２９名 

 全体   日    名 １１０名 

 いよいよ２０２０年の幕開けです。今年はオリンピック、パラリンピックが東京で開かれる年です。 

 冬の寒さもこれからが本番です。皆さん体調管理をしっかりして昼夜の巡回を頑張りましょう。 

 

青色回転灯装着車によるパトロール  (石神台内を現在は２台の登録車で随時実施) 

１月度：実施車両数：２台 実施回数：１０回  

延べ走行時間：８時間分  走行距離：７６km 

 

３） 不審車両と区別するステッカーの表示について 

 
調査した夜間７日間 

取りあえず９０％を

目標にしていますの

で住民の皆様に更に

ご協力をお願いいた

します。 

路上駐車台数 ｽﾃｯｶｰ有数 ｽﾃｯｶｰ有比率 

１丁目    １１台 １０台 ９０．９％ 

２丁目 １４台 ９台 ６４．３％ 

３丁目 １１台 ７台 ６３．６％ 

 全体 ３６台 ２６台 ７２．２％ 

       年末年始があり、地方から親元に車で帰省された方もいたいたことと思いますが、残念ながら

いつもの月より大分悪い結果となりました。それでも１丁目は目標をクリアしている訳ですか

ら２丁目、３丁目もルールを守って頂きたいものです。 

 

回覧 



   

４） ガーディアンの気持ち 

夜の部のガーディアンに参加してから８年以上が経ちました。昼間のガーディアンは都合により 

途中までしか参加出来ませんが夜間は時間があるので約５，０００歩、澄んだ空気の中、皆様と一緒

に歩いています。 

そこで毎回思うのは今まで夜空をゆっくり見上げたことがあったかしら？春夏秋冬で位置が変わる

星座や月の話を楽しく語り合ったことがあったかしら？という事です。 

毎回たわいないことをおしゃべりしながらそれでも結構な速さで歩くので、運動不足となるこれから

の季節はフレイル（年齢を重ねて筋力や心身が弱ること）の予防にもなります。 

出来るだけ長く自分の足で歩きたい方、運動の必要性を感じている方に、特に夜のガーディアン

はお勧めです。 

ゆっくりおしゃべりを楽しみながら歩きたい方は昼間のガーディアンがお勧めです。しかも地域の

防犯にも役立つのですから“一石二鳥”、いや三鳥くらいになるかもしれません。 

最初は軽い気持ちで参加した私ですが、年齢を重ねた今でも足の筋力の衰えをあまり感じないの

はガーディアンで皆様と一緒に歩いているお蔭だと思っています。    （「リンゴの独り言さん」より） 

 

５） 大磯警察より 

   ＊昨年度の特殊詐欺（オレオレ詐欺など）大磯署管内では件数１２件、金額は４，６００万円でした。 

    一昨年と比べると件数で３件減少し、金額は逆に１，０００万円増えていました。 

   ＊神奈川県全体では昨年は件数が２，７９０件、金額では約４９億円でした。 

    一昨年と比較すると、件数で１６件増えて、金額では約１２億円減少しました。 

   ＊昨年１２月２７日～２８日にかけて、車のナンバープレートの盗難が３件起きました。 

 

６）編集部より 

   ＊２月１２日（水）はガーディアンの懇親会（新年会兼）です。昼、夜の巡回をしている方も個人で散歩

や、ウォーキング、買い物などの時に見守りをされている方も懇親会に参加して頂きたく、お願い

します。また、これからガーディアンの団員になることを検討している方も参加を歓迎します。 

懇親会への参加の連絡は中野代表まで。（電話:：０９０－９３１３－８７９８） 

   

 

 

石神台ホームページ 

https://ishigamidai.com  海の見える街 大磯町石神台 

  

大磯警察 生沢駐在所だより （ふれあいパトロールたかとり）は： 

http://www.police.pref.kanagawa.jp/ps/69ps/69pic/69004_12.pdf  

 

挨拶で犯罪なくそう石神台 



   

７） 番外・付録・おまけ… 『災害が起こった時に…あなたが支援できること。』 

※災害時に避難所などで高齢者に接する時の心遣い、としては… 

 

高齢者は災害による心身への影響を強く受けて、傷つきやすい存在であり、温かい態度で接する

ことを心がけます。同時に高齢者の考えを尊重し、尊厳を守ることを忘れてはいけません。 

    高齢者が、やがて落ち着きを取り戻し、自信と自尊心を回復され、普段の生活に近づくことが出来

るよう支援することが大切です。 

    接する時の心得として次のことに気を付けましょう。 

 

①一人にしないで、接する機会をなるべく多く持つ。 

②高齢者のペースに合わせて、ゆっくりと対応する。 

③親身になって話を聞く。 

④相手の感情をありのままに受け入れ、むやみに励まさない。 

⑤話したくない時には、その気持ちを尊重する。 

⑥高齢者自身が持っている知恵と知識を生かすような働きかけをする。 

 一緒に出来ることを探す。しかし無理強いはしない。 

⑦避難所生活に不自由がないか留意する。（常用薬、メガネや入れ歯、補聴器、歩行補助具が揃って

いるか？移動、食事、洗面や着替え、排せつなどで介助が必要かどうか） 

⑧生活支援の基本は自立支援であり、高齢者が出来ない所を援助する。出来るところは自分で行え

るよう、温かく見守る。 

⑨体や心の健康状態に異常を感じた時には「救護所」や「心のケア」要員等に相談するように勧める。 

  一緒に付き添って行くことも良い。                                    以上 

 

（日本赤十字社製 「災害時高齢者生活支援講習ハンドブック」より） 

 

 


